








A 細胞学的診断法

　ヒト皮膚組織片を採取し,培養して線維芽細胞を増やす。この細胞に紫外線

を 30J/m2 照射したのち 3H-チミジン 10μCi/mｌを含む培地で 3 時間培養した

のち,コダックヌクレアートラックエマルジョン NTB3 に浸したのち 1～2 週間

放置後現像する(オートラジオグラフィ－)と細胞核の上に銀粒子が現われてく

る。これは DNA 合成によってとり込まれた 3H-チミジンの 3H によって作られた

もので,この銀粒子の数が DNA 合成量に比例する。この処理細胞の中で核の上

が真黒になる程銀粒子が存在しているものとゴマ塩のようにまばらに銀粒子の

存在しているものとがある。前者は細胞分裂周期の DNA 複製期にあたるもので,

いわゆる定期 DNA 合成を示しており,上記の紫外線照射と無関係な DNA 合成で

ある。後者が紫外線照射によって障害をうけた遣伝子の修復(除去修復)のため

に誘発された DNA 合成で「不定期 DNA 合成」と呼ぶものである。したがってこ

の合成量は紫外線照射量と相関しており,照射しない細胞では現われず,強く照

射すると沢山の銀粒子が現われてくる。色素性乾皮症はこの除去修復機構に欠

損を示すので,この診断には上記の 30J/m2 いう紫外線照射量が適当である。


